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おわりに

児島湖読本
－どっこい生きている児島湖－

編者：児島湖流域エコウェブ
発行：児島湖沿岸農地防災事業所（平成19年12月）

特長は･･･

・干拓の歴史をしっかり理解

・水質改善のための浚渫事業を詳しく紹介

・土木技術、農業、漁業、水質改善、自然環境など多彩な

内容をアカデミックに集録

締切堤防の建設、児島湖の誕生の歴史から、流域の農業

や人々の生活、水質や生物の様子、児島湖の将来像まで、

干拓事業に係る情報を総括したハンドブックです。



鬼の城からの眺望の変遷

平面図



繁栄する農業と衰退する漁業



左：底泥の浚渫と下水道の普及に伴う水質の改善
右：ヨシの浄化能力の活用／ヨシ原を利用する生き物



児島湖グリーンガイド

－歩いて探そう！水辺の生き物－

目次

序章

1.児島湖流域の自然環境を観察しよう

2.児島湖周辺の植物（55種）

3.児島湖周辺の魚介類（60種）

4.児島湖周辺の野鳥（62種）

終章

編者：児島湖流域エコウェブ
発行：財団法人児島湖流域水質保全基金（平成24年3月）

特長は･･･

・「児島湖読本」の続編として、児島湖流域にすむ異な

る3つの分類群の動植物を1冊の図鑑に集約

・自然観察の服装、観察方法の解説、フィールドマナー、

用語の解説も含めた実践型ポケット図鑑

・鮮明なカラー写真の多くは児島湖流域で撮影

・各章のイントロ、メモ、コラムでは、児島湖ならでは

のトピックを紹介

まさに児島湖のまわりを歩いて、身近な自然を観察する

ためのガイドブックに仕上がっています。



児島湖流域の動植物のガイドブックとして、
初心者にも分かり易い構成になっています。

組織や体の部位の名前はイラストで図説
専門的な内容は、用語集で説明

児島湖で撮影
した写真

形態的な特徴

一般的な生態

児島湖流域で
の生育状況や
人との係り、ト
ピックなどを紹

介
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